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研究主題     「たくましく しなやかな幼児を育てる」 
～一人一人に寄り添った援助～                     

 
Ⅰ 研究主題設定の理由 
  幼児を取り巻く環境の変化は、幼児の生活に様々な影響をもたらしている。いろいろなもの

に興味・関心をもち、自分からかかわろうとする幼児の姿が見られる。その一方で、少子化、

都市化、核家族化などにより、幼児のコミュニケーション不足、体力の低下、自然などにかか

わる直接体験の減少などが報告され、保護者が子育てに自信をもてなくなるなどして幼児虐待

や育児放棄などの悲惨な状況もある。友達とうまくコミュニケーションを取れない子どもが､

小・中学校でも問題になり､痛ましい事件も起きている｡ 
このような環境の変化に伴い、幼児の生活面では、必要な技能や生活習慣が身についていな

い、依頼心が強いなどの幼児の姿が多く見られる。心情面では、葛藤場面で自分の思いをうま

く表現できずに気持ちが発散しきれない、自分で納得がいかずに気持ちが晴れないなど、心の

ストレスを抱えている。 
幼稚園は学校教育のスタートであり、幼児期だけの問題ではなく、生涯学習の観点からも学

びの基礎作りのために重要である。幼児教育に携わる教師がこのことを深く自覚すると共に、

幼児期において重視すべき幼児の生活を再認識することが重要である。 
私たちは、子どもたちが、様々な環境に興味・関心をもち夢中になって遊び、困難な場面や

葛藤する体験に直面したときには、自分の力で問題を解決していこうとする積極的な姿勢をも

てるように育ってほしいと願っている。幼児期に豊かな心をはぐくみ、想像力、持続力、体力、

集中力などを伸ばしていくことは、生涯にわたって大切な生きる力につながる。そこで、生き

る力の基礎となる「心情 意欲 態度」の育成を「たくましくしなやかな」心の育成ととらえ、

幼児が困難に出会ったとき、自らが納得し困難を乗り越えていけるようにすることが大切であ

る。そこで幼児一人一人の内面に目を向け、葛藤場面での心の動きや揺れに着目し、幼児の心

に寄り添う援助について明らかにしたいと研究を進めていくことにした。今回は部員の構成が

４・５歳児の担任であるため、事例を４・５歳児にしぼって検討することにした。 
 

Ⅱ 研究の内容と方法 

１ 研究の概要 

（１） 研究の仮説 

幼児がもやもやした気持ちを感じているときに、一人一人に寄り添った援助を行えば、気持

ちを自ら切り替え調整していく経験を積み重ねることにつながり、「たくましく しなやかな幼

児」が育つと考えられる。 
（２） 研究の方法 

・幼児観察を通し、「たくましく しなやかな幼児」の姿について共通理解する。 
・文献研究、アンケートによる調査研究を行う。 
・実践事例より、幼児が経験する心の揺れの葛藤場面から、そこで経験する気持ちについて考

察し、一人一人に寄り添った援助を検討する。 
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（３） 研究のまとめ 

幼児が心の揺れの中で経験するもやもやした気持ちを、教師の援助によって自分で調整し解消

していこうとする過程を探り、一人一人に寄り添った援助のあり方をまとめる。  
 
２ 調査研究（アンケート調査とその結果） 

 研究を進めるに当たり、東京都公立幼稚園の中から９３園を対象にアンケートをとり、幼児の生活や遊

びの中で、気になっている姿と、どのような言動からそれを感じているかを調査した。 

<アンケート対象> 

 新宿区・文京区・台東区・墨田区・大田区・渋谷区・練馬区・葛飾区・日野市の公立幼稚園（９３園）の担

任教諭２２１名 

<アンケートの設問と結果> 

問１ 最近の幼児の生活や遊びの中で、あなたが気になっている幼児の姿を以下の中から１つ選び、○

印をつけて下さい。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4歳児 10%

15%

34%

41%

自分の思いをうまく表現できない

自分の思い通りにいかないことで、不満（ストレス）
が残っている
自分のしたいことをなんとかして実現しようとする意
欲が低い
その他

3歳児

40%

37%

10%

13%

自分の思いをうまく表現できない

自分の思い通りにいかないことで、不満（ストレス）
が残っている
自分のしたいことをなんとかして実現しようとする意
欲が低い
その他

5歳児

48%

23%

19%

10%

自分の思いをうまく表現できない

自分の思い通りにいかないことで、不満（ストレス）
が残っている
自分のしたいことをなんとかして実現しようとする
意欲が低い
その他
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問２ 問１での姿を、どのような言動から感じられますか。以下の中から３つ選び、○印をつけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果および考察 

○ 年齢を問わず、担任の教師の目から見て、自分の思いをうまく表現できないでいると感じ

られる幼児、自分の思い通りにいかないことで不満（ストレス）が残っている幼児が約７

０％と多い。 
○ 気になる幼児の姿の具体的な言動としては、年齢別に次のようなことが分かった。 

・ 3 歳児では、「物や人に当たる」「泣く」「大きな声を出す」などはっきりと思いを外に

表わす表現が多い。 
・ 4 歳児では、「物や人に当たる」「その場からいなくなる」「泣く」など、はっきりと思

いを外に表わす表現と共に、回避ととれる行動、内側に向かう表現も多い。 
・ 5 歳児では、「その場からいなくなる」「やっていることを投げ出す」「黙り込む」など、

回避ととれる行動や、内側に向かう表現が多い。 
○ 年齢が上がるにつれ、自分の思いの表現がはっきりと外に出ないようになり、回避ととれ

る行動や内側に向かう表現などが約４０％と多くなる。これは、担任から見て気になる幼

児の状態が、気持ちがはっきりと外に表現されず、不満、ストレスが残る「もやもやした

状態」にあるのではないかと考えられる。 
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３ 研究主題のとらえ方 
（１） たくましく しなやかな幼児について 

幼稚園の生活の中で、幼児は多様な感情を体験している。「楽しい」「嬉しい」「できた」と

いう『快の感情』は、幼児の意欲を高め、前向きな態度で行動しようとする原動力となって

いく。しかし、生活の中では思い通りにならなかったり、困難なことに出会ったりすること

もあり、『不快な感情』を体験することもある。幼児が不快な感情を切り替え調整し、困難な

状況を乗り越えていく経験を積み重ねることは『たくましさ＝力強さ』という側面と『しな

やかさ＝折れてしまわない柔らかさ』という側面の両面を兼ね備えた力をはぐくむことにつ

ながると考える。 
そこで、本研究では、『たくましく しなやかな幼児』を次のようにとらえた。 
 
 

 
  
（２） 「葛藤」について 

  幼児が遊びや生活を通して体験しているさまざまな感情の中で、友達との間で思いと思い

がぶつかり合ったり、自分のやりたいことが実現できなかったりするなど、『不快な感情』も

体験している。その中で、前向きに行動したいと思い、自分の本当の気持ちに向き合い解決

しようとするとき、相反する気持ちの中で心が揺れる。このような状態を、私たちは「葛藤」

としてとらえていくことにした。 
 
 
 
 
（３） 「もやもや」について    
  「葛藤」の中で幼児は、その気持ちを明確に表せないことがある。理由は分かっているが

素直に行動できない、理由も分からず不快に感じる、気持ちがすっきりせず不満が残ってい

るなど、幼児が素直になれなかったり、なぜか分からないが不快に思ったりする気持ちを、

「もやもや」した状態として定義した。 
 
 
 
 
  この「もやもや」した気持ちは、周囲の状況や相手の気持ち、自分の気持ちの状態や変化

によって強くなったり弱くなったりする。問題が解決するとすっきりすることもあるが、「も

やもや」した感情を残すこともある。この「もやもや」した感情の発生から解決に向かうま

での間を「もやもやトンネル」として着目し、研究を進めていくこととした。 

「たくましく しなやかな幼児」とは・・・ 
さまざまな状況の中で、自分の気持ちを調整して前向きに行動していこうとする幼児 

「葛藤」とは・・・ 
自分の本当の気持ちに向き合い解決しようとするとき、 

相反する気持ちの中で心が揺れている状態 

「もやもや」とは・・・ 
 幼児が、素直になれなかったり、なぜか分からないが不快に思ったりする気持ち
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（４）幼児が葛藤しているときの「もやもや」した気持ちを調整し解消していく過程 

 

前向きに行動する

 ※「もやもやトンネル」とは？ 

・図の雲形の全体を幼児が葛藤しているときの「も

やもや」した気持ちが変化していくトンネルとす

る。このトンネルを通ることで、最初にあった幼

児の「もやもや」した気持ちは解消の方向に向か

うと考える。 
・幼児の「もやもや」した気持ちは、もやもやトン

ネルを通ることで解消される。一度ですっきりと

解消されず、新たな心の揺れとなる場合もある

が、もやもやトンネルを繰り返し通りながら不快

感が弱くなっていくと考える。 
・もやもやトンネルを繰り返し通るという経験をす

ることで、幼児は自分の気持ちを調整する力をつ

けていくと考える。また、気持ちが解消され、前

向きに行動できたという経験を積み重ねること

で、幼児は「たくましく しなやかに」なってい

くと考える。 

 快 不快 

前向きではないが

行動する

前向きに行動

できた経験が

たくさん 

積み重なる 

気持ちの調整 

新しくめあて

をもって行動

する 

心の揺れ 

納得 

できない 

不満・不平・

不信 など 

満足・信頼・

達成感 など 

 

もやもや トンネル

がまん 

妥協

｢もやもや｣

し た 気 持

ちの解消 

納得 

できる 

幼児の「もやもや」 

した気持ち 

（色の濃さは不快の度

合を「もやもやのめあ

て」（P.7 参照）に基づい

て表している） 

葛 

藤 

状況が分かる 
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４ 事例 

分析・考察の方法 
各事例の幼児の言動から心の揺れや動きに添って『もやもやトンネル』を図式化し、快・

不快の度合いをもやもや度曲線で表した。そして、次の項目を設定し、分析・考察をした。 
分析の視点 
①気持ち②感情③教師の言動と意図④教師の援助⑤もやもやの要因と解消していく要因 

    
 
 
 
考察の観点 
 ①幼児の気持ちの調整の仕方②もやもやを解消させるために必要な教師の援助③たくま

しさやしなやかさにつながる経験 

 もやもやのめあて 
 
不快                     快 

  

表

情 

 

 

視

線 

  

 

動

き 

 

 

言

葉 
 

  

 

 

・視線を完全に合わせない  ・少し不安そうに相手を見る    ・真剣

・じっと睨みつける      ・ちらちら相手を見る         

    ・不安定で教師を探す         ・キラキラと輝いている

     ・視線が定まらない           ・相手と視線が合う

     ・伏し目がち             ・相手を見る 

・沈んでいる        ・やや暗い         ・笑っている

・激しく怒っている  ・イライラしている          ・明るい

 ・怒って泣いている    ・不愉快な表情         ・穏やか

・悲しくて泣いている      ・無表情      ・表情が動く 
  ・やや怒っている  

・その場を立ち去る ・後ずさり                ・活発

・叩く         ・動かなくなる           ・積極的

・暴れる         ・じっとしている   ・自分の遊びをする 
       ・叩こうとする ・やや落ち着きがなくなる 
       ・物に当たる 
         ・ためらいがち 

・激しく相手を責める   ・気弱な言い方     ・自信のある言い方

・感情的な言い方     ・小さな声         ・明るく軽快 
  ・黙ってしまう       ・言葉数が減る ・自分の要求を出す 

・自分を正当化する          ・自分の思いを出す 
・ぶつぶつと不満そうに言葉を繰り返す 
・否定的な言い方   ・一方的な言い方 

各事例から出された幼児の表情・視線・動き・言葉をもとに＜もやもやのめあて＞ 
を作成し、『もやもやトンネル』の中での気持ちや感情の起伏を濃淡で表現している。 
 これは、下記の＜もやもやのめあて＞を基準にしている。 
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Ａ児を中心とした幼児の言動 Ａ児の気持ち・感情 

こんな大きいの、見たことが

ないという驚き 

不安な気持ちを教師に受け止

められなかった不満 

カイコの箱から顔を上げながら「顔が４

つもあるよ」と目を丸くして、教師の顔

を見て言う。 

カイコから顔を少し遠ざけて、カイコを見

ながら「噛むかな」とつぶやく。 

B 児がカイコをじっと見つめ、「たくさんい

るね」と言う。 

C 児が「顔が４つ」とつぶやく。 

B 児、Ｃ児が「どこ？本当だ。柔らかい」「僕

もやってみる。すべすべしてる」とカイコに

触り、教師の顔を見て笑顔で言う。 

50 匹いるカイコの箱をのぞきこみじっ

と見つめながら「大きいねえ」と言う。 

教師や B 児、C 児の言動を一歩下がったとこ

ろから見ながら「やだ、こわい」と強い口調

で言う。 

カイコを見ながらうなずく 

受け止められた満足感 

得意な気持ち 

発見した喜び 

「４つあるよ。ほら、ここと ここと こ

こと ここ」とカイコを指さしながら、

教師に伝えるように、ゆっくりと言う。 

思ったことを表す心地よさ 

受け止められる心地よさ 

「これとこれが本物」「これとこれが偽物だ

よ」とカイコの模様を指さしながら穏やか

な口調で言う。 

「顔が４つもあるねえ」とカイコを見なが

ら穏やかな口調で言う。  
ちょっとこわいという思い。

不安な気持ち 

 

教師が発した言葉に対して不

愉快な気持ち 

「４つだからだよ」と教師の顔を見て、

強い口調で言う。 

事例１ 4 歳児 ５月「教師に気持ちを受け止められることで満足する」 

 子どもたちに自然体験をさせたいと思い、幼稚園の近くにある研究所からカイコを 50 匹も

らってきた。皆が見られるように、大きな箱に桑の葉を敷いてカイコを入れ、置いておいた。

Ａ児は初めて見るカイコに興味を示し、他の 2 人の 4 歳児と顔を近づけてじっと見ていた。 
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感情体験 

時
間
経
過 

・発見した喜び 

・感じて表現したことを教師に受け止められた心地よさ 
・教師に受け止められなかった不満 
・不安な気持ちを教師に受け止められた安心感 

快 不快 

教師の言動と意図 

教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助）

「顔が４つある？」と言葉を繰り返

し、興味をもったカイコにじっくり

とかかわれるようにする。 

気づいたことを深められるように

「そうなのね。どうして４つなのか

しら？」と言う。 

「顔が４つだからなのね」と思いを

受け止めて言葉を繰り返す。 

「４つもあるね」と言葉を繰り返

す。 

「噛むかな」と言葉を繰り返し、不

安な気持ちを受け止める。そこで、

安心してかかわれるように、「さわ

っても大丈夫だよ。すべすべして気

持ちいいよ」と言って教師が実際に

カイコに触れてみせる。 

「ちょっとこわいよね」と気持ちを

受け止める。 

考察 （考察の観点：教師の援助・気持ちの調整の仕方・たくましさしなやかさのつながる経験など） 

・教師が幼児の気持ちに添った援助をしているときには、幼児は自分のありのままの思いを出

せ、じっくりと環境にかかわれる。しかし幼児が教師に受け止められていないということが

分かると、幼児は穏やかな気持ちで人やものにかかわることができなくなり、強い口調で拒

否をするなど、もやもやした気持ちになる。 

・幼児がもやもやした感情を教師に表現してきたときに、幼児の思いをそのまま受け止める援

助をしていくと、安心感をもち、気持ちが落ち着き安定して、もやもやの気持ちが調整され

ていく。そして幼児が興味をもっているものをもっとよく見たいという意欲が高まり、もや

もやが解消されていく。 
・4 歳児の 5 月では数人でカイコを見ていても、一人一人が自分の感じたことを教師に伝えて

くる。教師は一人一人の思いを受け止めるようにし、すべての感情を教師や友達に出せるよ

うになることが大切である。幼児が教師と自分の思いがつながった気持ちをもてると、幼児

は教師に信頼感をもち、安定して自分を出せるようになる。 

初めて見るカイコに対する感動の

気持ちを共感し「大きいね」と言葉

を繰り返す。 

思ったことや表現

したことをそのま

ま共感する。 

新たな投げかけを

する。 

気づいたり考えた

りしたことを受け

止める。 

安心感をもてるよ

うにする。 

気持ちを受け止め

る。 

 

驚きや感動を受け止める教師 

 

じっくりとかかわれる場、 
空間、時間、人間関係、人数 

動いたり変化したりして幼児

が興味をもてる生き物 

同じことに興味をもつ友達 

幼児が感じて表現した気

持ちを十分に受け止めて

いない教師の言葉 

不安な気持ちをそのまま

受け止めてくれない教師

の言葉 

感じたことをありのままに表

現できる教師や友達との関

係、空間、状況 

 

もやもやの要因… 

解消していく要因… 

な気持ち 
・感じて表現したことを教師に受け止められなかった不愉快

もやもや度曲線 
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Ｄ児の言動 Ｄ児の気持ち・感情

自分が何をしてよいのか分か

らない不安感 

事例２ 4 歳児 ６月「教師と共に動くことで不安を解消する」 

Ｄ児は、入園前に自分で身の回りのことをする経験が少なく、知らないこと、出来ないこと

への不安がある。教師に一つ一つのやり方を確かめてから動くことが多い。遊びの経験も少な

く、特に手先のことが苦手で「出来ない」という思い込みもある。前日の降園前の片付けの時

間、自分が何をしたらよいか分からず涙ぐみながら「もう幼稚園に来ないことにします」と言

って降園した。 

居場所がない不安 

Ｄ児は他の幼児が遊びの片づけを

している様子を、心配そうに立った

ままじっと見ている。 

教師の言葉を聞いて「自分は使

っていないから片付けなくてよ

い」という思い 

Ｄ児は片付けの時間になると急に

表情が硬くなり、保育室に戻るなり

教師に「Ｄは何も使ってないんです

けど」と困ったように小さい声で言

う。 

Ｄ児は教師に片づけを頼まれるが、

抽象的な言葉に困ったように「うー

ん」と言ったままためらい、動かな

い。 

Ｄ児は椅子の片づけを頼まれて教

師と一緒にきびきびと張り切って

動き、全部片付ける。二人でにこに

こしてハイタッチする。 

安心感・満足感 

気持ちを取り戻す（家庭で） 家で母親に落ち着いて気持ちを伝

える。 

悲しい気持ち 

Ｄ児は急に一人で帰りの支度をし

て黙って立っている。教師に問われ

ると涙ぐみながら小さい声で「もう

幼稚園に来ないことにします」と言

い降園する。 

遊び慣れたことをする楽しさ・

満足感 Ｄ児はいつもと変わらない様子で

登園し、挨拶や身支度を落ち着いて

済ませる。すぐに気に入った遊具を

使ってにこにこと遊び、教師の言葉

にも機嫌よく反応する。 

一日目 降園時 

どうやったらよいのか分からな

いという思い 

二日目 
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感情体験 

時
間
経
過 

・何をしてよいのか分からない不安感・悲しい気持ち 
・家庭で気持ちを取り戻す 
・遊びの満足感 

・分からないことへの不安の繰り返し 
・自分にも出来た満足感 

快 不快 

教師の言動と意図 

教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助） 

「おはようございます。水色の縞々同

じね。」シャツの柄が同じことを伝え、

親近感や安心感をもち、いつもどおり

に遊んでほしい。 
「あ、運転手さんならまた駅を作りま

すか？」と聞いてベンチを出す。好き

な遊びで安定し、楽しさを思い出して

ほしい。 

「片付けて紙芝居劇場しよう」と全員

に伝える。 

いつもと同じでさりげなく「Ｄちゃん

今から片付けて紙芝居見ようね」とＤ

児にも伝える。 

昨日の気持ちを繰り返さないように

Ｄ児の気持ちは受け止めながらも、

「Ｄちゃん何かお手伝いしてくれ

る？」「椅子を片付けてくれない？」

と頼み一緒に片付ける。 

「ありがとう、きれいになったね」D
児とハイタッチをする。 

考察 （考察の観点：幼児の気持ちの調整の仕方・もやもやを解消させるために必要な教師の援助 

たくましさやしなやかさにつながる経験） 

・４歳児では、先行経験を思い出して動いたり、不安定な状況を自分で解決したりすることが

難しく、そのため一度教師と共に解消したはずでも同じ場面に出会うともやもやした不安な

気持ちが繰り返されることがある。幼児のその時のもやもやした気持ちの内容をつかみ、し

っかり寄り添いながら自分で思い出したり動いたりするきっかけを作る援助をする。 
・繰り返し何度でも援助しながら信頼関係を深め、「分かった」という嬉しさや「自分ででき

た」という満足感を味わわせていく。 
・幼児が次には「きっと大丈夫」と自分で気持ちを調整したり、解消できなくても自分から動

いてみようとしたりする気持ちが生まれてくればそれを教師が認め自信へとつなげていく

ことが大切である。 

Ｄ児をなだめる。 幼児の悲しい気持ちや不安

を受け止める。 

前日の不安な気持ちを引き

ずらないように、いつもと同

じように援助する。幼児が興

味のもてる身近な話題を投

げかける。 

幼児の遊びを認め、教師も

遊びに参加したり、友達に

動きを知らせたりし、楽し

さが味わえるようにする。 

次にすることに期待をもた

せ、すすんで片付けられるよ

うにする。 

教師の最初の投げかけを幼

児が理解できない時には、

教師と一緒にできることを

具体的に示す。 

 

自分で出来た満足感 

自分の好きな遊びへの

興味 

教師の受け止め 

分からないことへ

の不安 

遊びの楽しさに共感し

てくれる教師・友達 

もやもやの要因… 

 
何をしてよいのか

分からない不安 

楽しく遊んだ満足感 

                

   

紙芝居への期待感 

教師と一緒に片付けよ

うという具体的な教師

の提案 

教師への信頼感 

幼児の姿を認め、一緒にや

り遂げたことを喜び合う。 

解消していく要因…  

もやもや度曲線 
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Ｅ児を中心とした幼児の言動 Ｅ児の気持ち・感情 

Ｅ児たちが鉄棒をするそばを、5 歳児が
一本下駄で通過しようとする。 

先生が来てくれた。自分のできる技
を見てほしい。自分のすごいところ
を認めてほしい 

先生にもう一度見せてあげよう 

自分たちの近くに来た教師にＥ児が
「先生、見てて！こうやって座るでし
ょ・・・」と言い、鉄棒の上に座り後
ろに回る。 

Ｅ児は教師が同じようにやろうとす
る姿を正面に立ち笑顔で見ている。 

やっぱり先生はできないんだ。 
嬉しい。楽しい 

また私を見てほしい 
認めてほしかったのに、持ち方の注
意を受けてしまって嫌な気持ち 
言われたとおりに直したから褒めて
ほしい 
同じ注意ばかりされて嫌な気持ち 

他の幼児が花を持ってきて教師に話しか
ける。 

Ｅ児「すごく早く回れる。先生、すご
く早く回れる？」と言って前回りをす
る。しかし、教師に持ち手を注意され
「こう？」と直すが、さえない表情で
高い鉄棒に移る。 

いろいろ技を見せて、先生に認めて
ほしい 
先生が補助してくれて嬉しい 

もっと見ていてほしかったのに先生
が行ってしまった残念な気持ち 

先生も鉄棒をしてくれて嬉しい 

Ｅ児「先生、こうやって・・・」とや
り方を見せる。 

教師が再度挑戦する姿を笑いながら見
る。 

Ｅ児「前のとき、腿までついたよ」と
繰り返し言い、高い鉄棒で逆上がりを
する。教師に補助してもらうが、でき
ない。 

教師が行ってしまうのを見ながら、鉄
棒から体を離し歩き始める。 

事例３ ４歳児 １１月 

「教師が他の幼児にもかかわっていたため、もやもやした気持ちをもち続ける」

E 児は、口調の強い友達に対しては、黙り込み自分の気持ちを十分に表現せず、その場を
立ち去ることが多かったが、最近では、おとなしい友達に自分からかかわり、自分の気持ち
を表出して遊ぶようになった。教師に対しては進んでかかわり、遊びをやめて話し続ける姿
が見られた。 

この日は、友達に鉄棒で自分のできることを見せ、認めてもらいたい気持ちを表していた。
しかし、相手の幼児は、Ｅ児の技に興味を示さなかったため、近くにいた他の幼児に働きか
ける。しかし、その幼児も自分のできることを主張してきたため、不満な気持ちのまま、あ
いまいな返事をして鉄棒をやり続けていた。 

先生が他に気をとられて残念な気持

ち 

先生が他に気をとられて残念な気持

ち 
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感情体験 

時
間
経
過 

・教師が来て一緒に鉄棒ができて嬉しい気持ち 
・教師が他に気をとられて残念な気持ち 

・新しい技を見せようと張り切る気持ち 
・鉄棒の持ち方を注意され嫌な気持ち 
・教師が他の場所に行ってしまって残念な気持ち 快 不快 

教師の言動と意図 教師の援助 

やる気を認め、相手が

受け入れられている

と感じられるように

かかわる。 

 

自分のことを認めてくれる

教師 

 

自分と向き合って一緒に遊

んでくれる教師 

自分のやり方について教

師から何度も注意される

不快感 

自分が自信をもっているこ

とを認めてくれる教師 

もやもやの要因… 

Ｅ児がやっていることを認める

気持ちで「それ難しいんだよね。」

と言い、真似て鉄棒に座り挑戦し

てみせる。 

5 歳児を注意。 
 
教師とかかわる年長児 

教師とかかわる友達 

 
教師の興味をそらす存在 

やり方を教えてくれるＥ児の気

持ちに応え、もう一度挑戦してみ

せる。 

花を持ってきた子とかかわる。 

新たに自分のできることを見せ

ようとするＥ児の気持ちを認め

る。しかし、持ち手が、鉄棒より

滑り落ちそうだったので、鉄棒を

握る手が外れにくい持ち方に直

す。一度で直らなかったので、繰

り返し伝える。 

新しい事に挑戦しようとする気

持ちを認め、逆上がりの援助をす

る。 

門を開けようとした乳児を止め

た後、他の幼児に呼ばれて保育室

に戻る。 

やる気が持続するよ

うに、技術的なこと

を知らせる。 

自分で取り組もうと

したことがうまくい

くように補助する。 

新しい挑戦に、手助けしてく

れる教師 

解消していく要因…  

もやもや度曲線 

考察 （考察の観点：幼児の気持ちの調整の仕方・もやもやを解消させるために必要な教師の援助

たくましさやしなやかさにつながる経験） 

・「自 分 を誰 かに認 めてもらいたい」という気 持 ちを抱 えているため、自 分 が思 うように認
めてもらえないと、もやもやした気 持 ちが続 いてしまう。また、もやもやした状 態 にあるこ
とが多 いため、友 達 の姿 を素 直 に認 めることが難 しいと考 えられる。 

・教 師 のかかわりがあったときには、自 分 の気 持 ちを素 直 に表 現 したり、教 師 の言 葉 に
対 して一 生 懸 命 に答 えようとしたりすることから、教 師 に自 分 だけを見 ていてほしいと
いう要 求 が非 常 に高 く、教 師 の存 在 が大 きく影 響 していると考 えられる。 

・教 師 に認 められたいという気 持 ちが強 いため、教 師 のかかわりが、自 分 の求 めているも
のとは違 うときに、受 け入 れることができなくなると思 われる。 

以 上 のことから、「常 に自 分 を見 てほしい」という気 持 ちが強 いため、教 師 の視 線 が自 分
から他 にそれ、もやもやした気 持 ちが続 いてしまう。本 児 の働 きかけに継 続 して応 えた
り、場 を離 れるときは、教 師 がいなくても気 持 ちのつながりをもてるような言 葉 がけをしたり
するなど、もやもやした気 持 ちから抜 け出 す経 験 を多 く積 ませ、気 持 ちが安 定 するように
かかわっていくことで、他 の友 達 とも素 直 な気 持 ちでかかわれるようになると考 える。 
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Ｆ児を中心とした幼児の言動 Ｆ児の気持ち・感情 

Ｇ児の発言を素直に受け入

れられない気持ち 

不快な感情の原因はＧ児で

あるという責める気持ち 

自分の言い分にはそれなり

の根拠があることをわかっ

てもらいたい気持ち    

自分のことを好きだと言っ

てくれても納得のいかない

気持ち・苛立ち 

Ｇ児は、弁当を食べながらにこにこした表情で

「私、Ｆちゃんが好き」とＦ児に言う。 
 

Ｇ児は、怒った表情でＦ児を見つめながら、「嘘

なんか言ってないよ。『Ｆちゃんが好き』って

言っただけなのに『違う』って言うんじゃない」

と言う。 
 

Ｇ児は、「Ｈちゃんは好きだけど、Ｆちゃんだっ

て好きだよ」と小さな声で伏し目がちに言う。 

Ｆ児は、｢違う｣と怒って言い、沈んだ表情

で弁当を食べる。 

Ｆ児は、Ｇ児を睨み付けながら教師に「Ｇち

ゃんが嘘をつくから嫌なんだもん」と言う。

Ｆ児は、「ＧちゃんはＨちゃんが好きなんじ

ゃない！Ｆは毎日幼稚園に休まないで来て

いるから分かっているもん！」と泣きじゃく

りながらＧ児を見つめて怒って言う。 

Ｆ児は、Ｇ児に向かって「違うもん！だって

いつも（Ｇちゃんは）Ｈちゃんの方ばっかり

見ているじゃない」と声を荒げて言う。 
 
Ｆ児は、「絶対に違うもん！ＧちゃんはＦの方

は見ないじゃない。お弁当だっていつもＨち

ゃんの隣で食べているじゃない」と泣きじゃ

くりながら、Ｇ児とＨ児の方を向いて言う。 

Ｇ児が自分には関心が薄く、

Ｈ児に好意をもっていると

感じ、面白くない気持ち 

 

 

Ｇ児とＨ児は、Ｆ児の様子を見て困った表情を

した後、「（隣になったのは）たまたまだよねぇ」

と顔を見合わせて言う。 
 
Ｆ児は、「いつもそうじゃない。Ｇちゃんは H
ちゃんだけ好きなんだもん！」と感情の高ぶっ

た様子で泣く。 

Ｇ児とＨ児が仲よしで、自

分を見てくれないことへの

不満 

自分の思いを思い切り出

せたという気持ち 

事例４ ５歳児 ７月「自分の力で解決の方法を見付けられるように支えることで納得する」

グループで弁当を食べている時に、Ｆ児はＧ児に「Ｆちゃんが好き」と言われる。しかし、

「私のことを好きだなんて嘘だもん！」と言って、泣いて怒り出す。Ｇ児は、自分の思いを

聞き入れようとしないＦ児に困り果て、教師に自分の不満な気持ちを訴えに来る。  
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感情体験 

時
間
経
過 

快 不快 

教師の言動と意図 
教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助）
 

もやもやの要因… 

解消していく要因… 

・G 児の発言を素直に受け入れられない気持ち 
・G 児と H 児が仲良しで、自分を見てくれないことへの 

不満 
・自分の思いを思い切り出せたという気持ち 
・自分の発した言葉と本当の気持ちにズレがある不快感 
・自分で考えた新たな提案に納得できたすっきりした気持ち

「おいしそうなお弁

当ね」と声をかけ、

Ｆ児の様子を見る。

 Ｇ児とＨ児の仲のよ

い関係への嫉妬 

感情を十分に表出し、

自分の気持ちに向き

合えるよう、「どうし

て『違う』と思うの？」

と尋ね、Ｆ児の話を聞

く。 

Ｇ児からの話だけで先

入観をもって接するこ

となく、自分の話を聞い

て（気持ちを受け止め

て）くれる教師 自分の思いを表出し始

めた時には、自分の思い

と向き合い、十分に思い

を出していけるよう、話

に耳を傾けたり、自分の

気持ちに気付いていく

ような発問をしたりす

る。 

 自分の思いとは違うＧ

児の言葉 

 それまでのＧ児がＨ児

に対してとった行動の

記憶 

気持ちを受け止めなが

ら、自分や友達の言って

いることの違いを整理し

て伝える教師 
Ｆ児とＨ児の言ってい

ることの違いについて

考えられるように「Ｇ

ちゃんは『Ｈちゃんも

好きだけどＦちゃんも

好き』って言っている

のだけどな」と言う。 

不快な気持ちを安心して

出せる教師や周りの友達 

思い通りにならないもや

もやした気持ちを外に表

出し、発散できる時間・

学級の雰囲気 

互いの幼児の言い分が

くい違っている時に

は、両方の思いを十分

に受け止めながら、状

況を整理して分かり易

い言葉を加えて話し、

幼児が、互いに自分や

相手の思いについて考

えていけるようにす

る。 

沈んだ表情でいる時に

は、幼児が応じやすい簡

単な話題を出して接し、

自分の思いを出しやす

い状況を作る。 

もやもや度曲線



 16

  

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ児を中心とした幼児の言動 
Ｆ児の気持ち・感情 

Ｇ児が自分よりもＨ児に

目を向けていると感じる

ことに対する腹立たしさ 
     ↓ 
Ｇ児に対する対抗意識 

Ｈ児が「でもＦちゃんだって私と（反対側の）

隣だったよ」とつぶやくように言うと、Ｇ児は

黙ったままうなずく。 

Ｈ児は、Ｆ児の方を向いて「明日、隣で食べよう

よ」とやさしい口調で言う。 

Ｇ児とＨ児は、「紙に書いておけば？」「貼って

おけば？」とＦ児の顔を覗き込んで言う。 
 

Ｇ児とＨ児は、「いいよ。そうしよう！」「私、

Ｉちゃんに聞いてくる」と笑顔で言う。 

Ｆ児は、急に大きな声で「そうだ、お当番の人

が好きな人の隣で食べることにしない？そう

したらいろんな人と隣になれるよ」と言う。 

Ｆ児は、走っていくＨ児に大きな明るい声で

「Ｊちゃんにも聞いてきて！おねがい！」と

言う。 
 

Ｆ児は、食べる動きを止めて「うん」と応じ

た後、「でも忘れちゃったらどうしよう」と沈

んだ声で言う。 
 

Ｆ児は、宙を見つめたまま「なくなっちゃう

かも」「飛んでいっちゃうかも」と言う。 
 

Ｆ児は、「ＧちゃんばっかりＨちゃんとお弁当

食べているけど、ＦだってＨちゃんの隣でお

弁当食べたいよ」と口を尖らせ、下を向いて

言う。 

自分の発した言葉と本当の

気持ちにズレがあり、すっ

きりしない気持ち 

自分が考えたことを友達が

受け入れ、一緒に喜んでく

れる嬉しさ 

納得できたすっきりした

気持ち 

 

 自分の言っていることが

覆されたきまりの悪さ Ｆ児はＧ児やＨ児と視線を合わさずに黙って

いる。 
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教師の言動と意図 
 

もやもやの要因… 

解消していく要因… 

笑顔で見守る。 
 

納得できる考えを自

分で見つけてほしい

と考え、「そんな大事

なことを忘れちゃう

んじゃ、みんなだって

困るわよねぇ。だった

ら忘れないようにい

い事を考えるしかな

いんじゃない？」と提

案する。 

嬉しさを受け止めてくれる

教師 

自分が考えたことを受け入

れてくれる友達 

『自分もＧ・Ｈ児のように

友達ともっと仲良くなりた

い』という思い 

『友達との対立した気まず

い関係を修復したい』とい

う思い 

解決策に納得しきれず

にいる時には、自分が納

得できることを自分自

身で考えていくことが

できるような働きかけ

をする。 

『どうしたいのか』という

ことを考えていけるような

言葉をかける教師 

相手への不満な気持ち

に執着している時には、

その思いを十分に受け

止めつつも、その奥にあ

る自分の本当の気持ち

に目を向けて考えてい

くことができるような

言葉をかける。 

『いいことを考えられる』

と思う自分への自己肯定感 

自分の言ったことと感

じたことのズレへの気

付き 

納得できる考えを見つ

けたり、友達との気まず

さを解消したりして問

題を解決した時には、嬉

しさを受け止める。 

考察 （考察の観点：幼児の気持ちの調整の仕方・もやもやを解消させるために必要な教師の援助 

たくましさやしなやかさにつながる経験） 

・ G 児の「F ちゃんが好き」という言葉には反して、F 児は初めの頃、G 児が自分には関心

が薄く、H 児に好意をもっていると感じて、面白くない気持ちでいた。自分が G 児と H 児

の関係の深さに嫉妬していることには気付いていないため、初めの提案では自分の発した

言葉と気持ちにズレが生じ、もやもやした気持ちを解消することができずにいた。しかし、

嫉妬の気持ちの裏には、『友達との対立した気まずい関係を修復したい』『G・H 児のよう

に友達ともっと仲良くなりたい』という思いがあり、このことが、自分の納得できること

を自分自身で考えて解決していこうとする F 児の意欲を大きく支えたと考えられる。 
・ 幼児が、自分自身で解決の方法を見つけ、納得することでもやもやした気持ちを解消して

いくことができるようにするためには、教師は、幼児の心の揺れをとらえながら状況を整

理して伝えたりどのようにしたいのかを問いかけたりし、幼児の心に寄り添った援助をし

ていくことが大切である。 
・ 5 歳児は、友達の言動によって心が揺れることが多い。幼児が、相手への否定的な感情や

他の不快な感情と向き合い葛藤しながらも、それを乗り越えていこうとする気持ちがもて

るよう、日常の生活の中で、友達と受け入れ合う心地よい体験を積み重ねておくことが大

切である。 
 

教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助） 

不満な気持ちにばかり

注目せず、『どうしたい

のか』という方向で考

えてほしいと思い、「Ｆ

ちゃんは、Ｇちゃんの

好きなのはＨちゃんだ

けだと思うのよね。で

も、どうしてそんなに

涙が出ちゃうの？どう

したいのかな？」と声

をかける。 
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事例５ 5 歳児 7 月「自分の力で考えられるように支えることで葛藤を乗り越える」 

Ｋ児とＬ児は、4 歳時から一緒に遊ぶことが多かった。イメージ豊かなＬ児が遊びをリード

していくことが多い。しかし、最近は 2 人の関係に変化が見られるようになり、他の幼児も

一緒に遊んでいる時に、Ｋ児がＬ児を避けるような姿もでてきている。 

Ｋ児を中心とした幼児の言動 Ｋ児の気持ち・感情 

Ｌ児「何にも言ってなくないよ。私の髪、変だ

って言ったじゃない」と泣き始める。Ｍ児はＬ

児から顔をそらし、困ったように「髪のことは

言ったけど、変だと思ったんじゃないよ。髪の

毛いっぱい切ったんだなあと思ったんだもん」

Ｌ児のせいで嫌な気持ちに

なっていることを教師に分

かってもらいたいという気

持ち 

Ｋ児はＬ児、Ｍ児と一緒にうさぎの学校ごっ

こをしている。 

Ｋ児、地面を見たまま、「いつも、そう。Ｌち

ゃんすぐ怒るんだもん」と小さい声で言う。

Ｌ児、Ｋ児に向かい、「髪切ったら変になった

って言った」と少し大きな声で言う。 

Ｋ児、大きな声で「そんな風に言ってない」

Ｌ児は、大きな声で泣き始める。 

Ｋ児「ごめんね」顔はこわばり、Ｌ児の方を

向いていない。 

Ｌ児は、Ｋ児の「ごめんね」に反応せず、教

師と一緒に保育室に入る。 

相手を責め、自分を正当化

する気持ち 

以前より感じていたＬ児が

怒ることに対する不満 

Ｌ児が膝をかかえ、顔を手で覆って、座り込む。

Ｋ児「私たち、何も言ってないのにＬちゃん、

怒るんだよ」と怒ったように言う。 

友達を泣かせるのは悪い

という気持ち 
自分の強すぎた行動を認

め、謝ろうとする気持ち 

 

Ｋ児とＭ児は困った顔をして顔を見合わせる。

Ｋ児は怒ったような顔で、Ｍ児と一緒にそ

のまま立ち尽くしている。時々、顔を見合

わせて 2 人で話をする。 

心がすっきりしない気持ち 
Ｌ児に対して嫌なことをして

しまったのかもしれないとい

う後悔 
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感情体験 

時
間
経
過 

快 不快 

教師の言動と意図 教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助） 
 

もやもやの要因… 

解消していく要因… 

・友達に泣かれて嫌な気持ち 
・自分の気持ちとの葛藤 
・自分の気持ちを伝えられたすっきり感 

・相手に受け入れられない不満 

3 人の幼児の表情を見て、

自分たちで解決できないこ

とが起きていると考え、そ

ばに近づく。 

自分の気持ちを相手に

伝えられる技術 

自分の気持ちを言え

る相手との対等な関

係 
実際に何を言ったかどうか

ではなく、悲しくなったＬ

児の気持ちに気付くことが

できるように「Ｌちゃんは、

髪のことを言われたくなか

ったんだよね」と言う。 
他の友達から離れて

いられる、ひとりで安

定できる空間 

自分に対して怒るこ

との多い友達の態度 

大きな声で泣いて

いる友達 

教師は、3人のそばに座り、

それぞれの表情を見なが

ら、互いの言い分を聞く。

それぞれの幼児の気持ちを

聞き、相手が理解できるよ

うな言葉に置き換える。 

二人とも大声になり、感情的

になっているので、離れるこ

とで、少し冷静になるのでは

ないかと考え、Ｌ児と一緒に

保育室に入る。 

遊びに気持ちが向かわないの

は、Ｋ児自身が何かを感じて

いるのではないかととらえ、

Ｋ児と遠くから、時々目線を

合わせるが、見守るだけで声

はかけない。 

トラブルを解決する時

の援助は、一人一人の

幼児が自分の気持ちを

十分に話せるようにす

る。 

それぞれの幼児が自

分の本当の気持ちに

気付き、相手の気持ち

を分かろうとするき

っかけを作る。 

それぞれの幼児が納

得し、相手の気持ちを

理解できる言葉に教

師が言い換えていく。

自分の気持ちや行動

について考えるため

の時間と場所を保障

する。 

Ｋ児は、友達と話し、

葛藤しながら、解決に

向けての方法を自分

なりに見つけていこ

うとする姿を見守る。

ゆっくりと考えられる

時間 

一緒にいてくれる友達 

Ｌ児を好きだという気

持ち 

幼児だけでは解決で

きないトラブルがあ

ることを察知し、援助

する教師 

自分が一生懸命考えて

いるのを見守り、支え

る教師 

教師が常に見守って

いることを視線で伝

える。 

もやもや度曲線
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しばらく、Ｌ児は一人で絵本を見ている。

表情は暗く、落ち込んだ様子のままであ

る。 

Ｋ児を中心とした幼児の言動 Ｋ児の気持ち・感情 

Ｌ児は「別にいいもん」と言い、Ｋ児の顔を

見ず、怒った口調で言う。 

自分の気持ちが伝わらない悲し

さ、悔しさ 

Ｌ児の気持ちをＬ児の立場に

立って考えようとする気持ち Ｋ児がＭ児と保育室に真剣な顔で、戻っ

てくる。 

Ｋ児は、Ｌ児の真正面に立ち、しっかり

目を見て、優しい声で「Ｌちゃん本当に

ごめんね」と言う。 

Ｌ児と仲直りをしようとする

気持ち 

自分の思いを伝えられ、すっき

りとした気持ち 
Ｋ児は「本当にごめんね。ちょっと意地悪

だった」とＬ児の顔を見ながら何度も言

う。 

Ｌ児は下を向き、硬い表情のままである。 

Ｍ児が「お絵かきしよう」と誘い、Ｋ児と

Ｍ児は、Ｌ児の隣に椅子を持ってきて、絵

を描き始める。3 人で、ぽつりぽつりと話

を始める。突然、Ｋ児が涙を流し「Ｌちゃ

んは、私の気持ちを分かってくれない。ず

っと泣いていて、許してくれなくて、いっ

ぱい謝っているのに・・・」と言う。 
 

自分の気持ちを受け入れてもら

えない戸惑い 

どうすればよいか分からず悩む

気持ち 

自分で次の行動を考える 
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教師の言動と意図 
 

もやもやの要因… 

解消していく要因… 

「Ｋちゃんたちは、Ｌち

ゃんがどんな気持ちだっ

たかを一生懸命に考えた

んだね」と言う。 

葛藤し、出した結果を認

めてくれる教師 

自分の行動を後ろから支

える教師と友達 

L 児に自分の気持ちが

伝わってほしいという

願い 

つらい気持ちを受け

止める。 
Ｋ児のつらい気持ちを

受け止めながらも、自

分の気持ちに向き合

い､一生懸命伝えたこ

との価値を「頑張って

言えたね」と認める。 

相手に一生懸命伝え

ることの価値を認め

る。 自分の思うようにな

らない友達の態度 

友達との気まずい雰

囲気 
Ｋ児の体に触れ、一生懸

命に自分の気持ちを伝え

るＫ児の姿を支える。 

自分の気持ちを相手

に伝えたいという姿

勢を支える。 

相手の思いを推し測

り、その気持ちを伝

えようとした行動を

認める。 

考察 （考察の観点：幼児の気持ちの調整の仕方・もやもやを解消させるために必要な教師の援助 

たくましさやしなやかさにつながる経験） 

・ Ｋ児は初めの頃、自分に対して怒ることの多い友達の態度を思い出し、そのことに対する

不満から「Ｌ児が悪い」「自分は悪くない」という気持ちでいた。しかし、大きな声で泣

いているＬ児の姿に接し、その後にＬ児から離れた場所で考えたことで、自分は本当に悪

くないのか、Ｌ児だけが悪いのかと心が揺れながら、もやもやした気持ちを深めていった

と考えられる。これは、怒りの理由を自分で深く考えようとする、自分の本当の気持ちに

向き合おうとする心の動きである。 

・ 「Ｌ児が悪い」「自分も悪い」という２つの相反する気持ちに心が揺れる葛藤を乗り越え、

Ｌ児に謝ろうという気持ちになっていったのには、一人で考える時間と場所があったこ

と、そばにいてくれる友達の存在があったこと、これを見守る教師の存在があったことが

大きい。教師は、一人一人の幼児の心の揺れをとらえ、前向きに行動できるよう支えるが、

その際に「待つ」ことも重要である。このことは、教師が幼児を信頼するということでも

ある。 

・ Ｋ児は、自分の力で気持ちを調整することで、葛藤を乗り越え、もやもやトンネルを一度

抜けることができた。しかし、友達にその気持ちが受け入れられず、再びもやもやした気

持ちを抱えることになった。繰り返し、もやもやトンネルを通ることで、幼児は自分の思

い通りにならない状態を自分の力で考え、乗り越え解決していこうとする力を身につけて

いく。このことで、たくましくしなやかな幼児が育っていくと考える。 

教師の援助 

（太枠はもやもやを

解消する援助）



Ⅲ
 

ま
と
め
と

今
後

の
課
題

 
 

 
 
事
例
を
分
析
・
考
察
し
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。

 
１

 
事

例
か
ら

見
た

も
や
も

や
の

要
因
と

そ
の

対
応

 
（

１
）

４
歳
児

の
事

例
か
ら

 
も
や
も
や
の
要
因

 
味

わ
っ

て
い

る
感
情

 
不
快
の
場
面

 
 

 
調
整
の
仕
方

 
 

 
解
消
し
て
い
く
要
因

 
 

教
師
の
援
助

 

戸
惑
い

 
  

家
庭

と
幼

稚
園

と
の

ル
ー
ル
の
違
い

 
 

生
活
の
仕
方
を
知
る

 
や

り
方

が
分

か
っ

て
で

き
る

よ
う

に

な
る

 
不
安

 
不
満

 
  

遊
び

が
な

い
（

居
場

所
が
な
い
）

 
動

き
方

が
分

か
ら

な

い
 

教
師

と
一

緒
に

遊
び

な
が

ら
安

心
感

を
も
つ

 
繰

り
返

し
行

う
こ

と
で

分
か

る
よ

う

に
な
る

 
不
愉
快

 
 

間
違

い
を

指
摘

さ
れ

た
 

気
持

ち
を

受
け

止
め

て
も

ら
う

こ
と

で
う
れ
し
さ
を
感
じ
る

 
苛
立
ち

 
 

自
分

の
思

い
通

り
に

な
ら
な
い

 
自

分
の

こ
と

を
わ

か
っ

て
く

れ
る

相

手
を
実
感
す
る

 
思
い
込
み

 
  

自
分
は
で
き
な
い

 
  

遊
び

慣
れ

た
こ

と
を

す
る

楽
し

さ
を

感
じ
た
り
、
満
足
感
を
味
わ
っ
た
り
す

る
 

拒
否
（

抵
抗
） 

  

不
安

な
気

持
ち

を
受

け
止

め
て

も
ら

え
な

い
 

気
持

ち
を

受
け

止
め

て
も

ら
う

こ
と

で
落
ち
着
く

 

こ
だ
わ
り

 
 

納
得
が
い
か
な
い

 
 

友
達
の
様
子
を
見
た
り
、
相
手
の
思
い

を
知
る
こ
と
で
落
ち
着
く

 
残
念

 
悲
し
い

 
 

も
っ

と
認

め
て

ほ
し

い
 

見
て
い
て
ほ
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い

 

思
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を
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け
止
め
ら
れ
、
安
心
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も

つ
 

 

教
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・
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緒
に
か
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わ
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く
れ
る
教
師

 
・
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と
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教
師
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わ
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れ
る
教
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・
気
持
ち
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受
け
止
め
て
く
れ
る
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師
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分
の
中
で

 
・
生
活
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仕
方
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分

か
る
よ
う
に
な
る

安
心
感

 
・
自
分
で
で
き
た
と

い
う
喜
び
や
実
感

 
・
遊
ぶ
楽
し
さ
、
満
足
感

 
・
繰
り
返
し
取
り
組
む
こ
と
の
喜
び

 
・
友
達
と
か
か
わ
り

た
い
気
持
ち

 
 友

達
と
の
間
で

 
・
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
友
達

 
・
同
じ
興
味
を
も
つ
友
達
や
一
緒
に
お

も
し

ろ
さ

を
共

感
し

て
く

れ
る

友

達
 

 環
境

 
・

じ
っ

く
り

と
か

か
わ

れ
る

場
・

空

間
・
時
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
に
対
し

て
、
自
分
の
感
情
を
言
葉
や
動
き
で

出
せ
る
よ
う
に
し
、
そ
の
思
い
を
受

け
止
め
る
よ
う
に
す
る
。

 
・
教
師
が
一
緒
に
行
動
し
た
り
、
傍
で

見
て

い
て

く
れ

た
り

す
る

こ
と

で

安
心
し
て
自
分
を
出
せ
る
よ
う
に
、

一
人

一
人

に
丁

寧
に

か
か

わ
る

こ

と
を
大
切
に
す
る
。

 
・
幼
児
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

励
ま
し
、
自
分
な
り
に
満
足
感
が
も

て
る
よ
う
援
助
し
、
自
分
に
も
で
き

た
と

い
う

喜
び

や
自

信
を

も
て

る

よ
う
に
し
て
い
く
。

 
・
幼
児
の
思
い
や
言
葉
を
受
け
止
め
た

り
、
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
認
め
た
り
す
る
。
ま
た
、

教
師

が
仲

間
に

な
っ

て
同

じ
行

動

を
す
る
な
ど
、
遊
び
へ
の
意
欲
を
も

た
せ
て
い
く
。

 
・
興
味
の
あ
る
こ
と
に
じ
っ
く
り
と
取

り
組

ま
せ

、
楽

し
さ

を
十

分
味

わ

い
、
自
己
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

 
 

 



  （
２

）
５
歳
児

の
事

例
か
ら

 
も
や
も
や
の
要
因

 
味

わ
っ

て
い

る
感
情

 
不
快
の
場
面

 
 

 
調
整
の
仕
方

 
 

解
消
し
て
い
く
要
因

 
 

教
師
の
援
助

 

納
得

で
き

な

い
 

      

友
達

の
発

言
を

素
直

に
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
 

自
分

の
思

い
に

そ
ぐ

わ
な
い
友
達
の
言
動

 
自

分
の

言
葉

と
気

持

ち
に
ズ
レ
が
あ
る

 
 

自
分

の
納

得
の

い
く

表
現

を
見

つ
け

る
 

 手
立

て
を

見
つ

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
 

相
手
の
思
い
に
も
気
付
き
、
仲
直
り
を

し
よ
う
と
す
る

 
 

戸
惑
い

 
悩
む

 
    

自
分

の
気

持
ち

を
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
 

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

手
立

て
が

分
か

ら
な

い
 

場
を
離
れ
て
自
分
な
り
に
考
え
る

 
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

 
 同

じ
こ

と
を

繰
り

返
さ

な
い

よ
う

に

す
る

 
 

罪
悪
感

 
 

相
手

を
泣

か
せ

て
し

ま
っ
た

 
 

素
直
な
気
持
ち
に
な
る

 
自
分
の
よ
さ
を
実
感
し
て
い
く

 

不
満

 
腹
立
た
し
さ

 
  

仲
の

よ
い

友
達

が
自

分
を
見
て
く
れ
な
い

 
自

分
の

気
持

ち
を

分

か
っ
て
も
ら
え
な
い

 

自
分

と
相

手
の

思
い

を
合

わ
せ

て
折

り
合
い
を
つ
け
る

 
思

う
よ

う
に

な
ら

な
い

友
達

の
存

在

に
気
付
く

 
 

悲
し
さ

 
悔
し
さ

 
自

分
の

気
持

ち
が

伝

わ
ら
な
い

 
あ
き
ら
め
ず
に
伝
え
よ
う
と
す
る

 
    

自
分
の
中
で

 
・
自
分
の
存
在
が
認

め
ら
れ
必
要
と
さ

れ
る
実
感
・
安
心
感

 
・
自
分
と
相
手
の
思
い
の
違
い
に
気
付

く
力

 
・
自
分
の
言
い
分
を
伝
え
ら
れ
る
表
現

力
 

・
規
範
意
識
の
育
ち

 
・
違
う
考
え
に
触
れ
る
こ
と
で
身
に
付

け
て
い
く
多
様
な
解
決
方
法

 
友
達
と
の
間
で

 
・
自
分
の
気
持
ち
を

素
直
に
表
現
し
て

も
認
め
て
く
れ
る
友
達

 
・
心
が
通
じ
合
う
友
達

 
教
師
と
の
間
で

 
・
幼
児
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と

を
援
助
し
て
く
れ
る
教
師

 
・
自
分
の
行
動
を
見

守
っ
た
り
認
め
励

ま
し
た
り
し
て
、
行
動
を
支
え
て
く

れ
る
教
師

 
環
境

 
・
自
分
の
思
い
を
素
直
に
表
現
し
、
ど

ん
な

こ
と

で
も

伝
え

合
え

る
学

級

の
雰
囲
気

 
・
自
分
や
相
手
の
思
い
に
気
付
い
た
り

不
快

な
気

持
ち

を
解

消
し

た
り

で

き
る
時
間
や
場
 

 
 
 
 

 

・
自
分
の
思
い
に
向
き
合
え
る
よ
う
に

問
い

か
け

た
り

話
を

聞
い

た
り

す

る
。
ま
た

、
友
達
と
の
言
い
分
の
違

い
、
相
手
の
気
持
ち
、
状
況
な
ど
を

整
理

し
て

伝
え

た
り

気
付

か
せ

た

り
し
、
違
っ
た
視
点
を
も
て
る
よ
う

に
す
る
。

 
 ・
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
時
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の

思
い

を
公

平
な

態
度

で
受

け

止
め
、
理
解
に
努
め
る
。

 
・
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
機
会
を

作
る
。

 
・
幼
児
が
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
、
友
達
と
の
気
ま
ず
さ
が

解
消

で
き

た
う

れ
し

さ
な

ど
を

支

え
、
自
分
の
力
で
乗
り
越
え
た
こ
と

を
認
め
る
。

 
 ・
自
分
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
時
間
と
場
所
を
確
保
し
、

そ
の

子
な

り
の

解
決

の
仕

方
を

見

守
る
。

 
・
快
・
不
快
を
出
し
合
え
る
学
級
の
雰

囲
気
作
り
を
す
る
。
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２ たくましくしなやかな幼児を育てるための、一人一人に寄り添った援助について 
   私たちは、幼児が園生活の中で感じる様々な感情に目をむけ、このもやもやした『不快な感

情』を幼児自身が切り替え調整し、困難な状況を乗り越えていけるよう、個々の幼児の心に寄

り添った教師の援助の在り方を探ってきた。幼児の内面に焦点を当て、『葛藤しているときのも

やもやした気持ちを調整し解消していく過程』を探り出すとともに、幼児を取り巻く周囲の環

境や状況・教師の援助から、『もやもや（不快な感情）の要因』やそれを『解消していく要因』

は何かを明らかにした。また、もやもやを解消するための調整の仕方が身に付いていくことに

よって、たくましくしなやかな幼児に育っていくということがわかった。そして、これらを考

察してみると、４歳児・５歳児それぞれにおける特徴的なもやもやの要因、もやもやの調整の

仕方、解消していく要因、発達の特性を考慮した教師の援助の在り方が明らかになった。 
＜４歳児＞  
もやもやの要因  ・自分の言動に対する不安や戸惑いが主な要因としてあげられている。 

         ・自己中心的な思いが強く、その思いと、相手の気持ちに接点が見いだせない

ときにもやもやした気持ちをもつ。 

気持ちの調整の仕方・教師に自分の思いや気持ちを受け止められ、状況や行動の仕方が分かったり

することで安心感をもち、気持ちが落ち着き、もやもやが解消される。 

解消していく要因 ・ありのままの気持ちや思いを受け止めてくれる教師や友達の存在 
教師の援助    ・幼児の気持ちに寄り添い、受け止めたり、幼児のしていることを認めたりし、

安心して自分を出していけるようにする。 

・幼児とともに動く中で遊びや生活に必要なことを具体的な言葉や行動で伝え

たりしていく。    
＜５歳児＞  

もやもやの要因  ・友達との間で起こる思いや気持ちのすれ違いが主な要因としてあげられる。 

気持ちの調整の仕方・自分の気持ちを整理し、相手の思いに気付いたり、どのようにしたらよいの

か悩みながらも解決に向けて手立てを見つけ、もやもやを解消しようとする。 

・教師や友達に支えられながら、自分の内面に向き合い、状況を整理し、相手

の思いと合わせて調整しようとする。 

解消していく要因 ・自分なりに自分の内面と向き合い、解決方法を見いだそうとする気持ち 

         ・自分だけでは解決できないところを支えてくれる教師や、自分の思いを素直

に表現しても、認めてくれる友達や学級とのつながり 

教師の援助    ・幼児の行動を見守ったり励ましたり気付かせたりし、自ら解決の方法を見付

けて納得できるよう、幼児だけでは解決できないことを支える。 

         ・幼児が自分の気持ちに気付いたり、不快な気持ちを解消したりできるよう時

間や場を確保する。 

３ 今後の課題 
今後も継続的に３歳児から３年間の発達の特性をふまえ、『もやもやの要因』『解消していく要

因』『不快な感情を解消していく過程』を探り出し、幼児一人一人に寄り添った教師の援助につい

て探っていきたい。 
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